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融資審査業務の稟議書作成で 

ＡＩを活用した稟議書検索システムの試行を開始！ 

京都銀行（頭取 土井 伸宏）は、効率的な業務運営と高度なサービスの提供を目的として、  

２０１７年１１月から株式会社 ＮＴＴデータ（代表取締役社長 本間 洋）と、ＡＩ（人工知能）

を活用したシステムの実証実験に取り組んでおります。今般、ＡＩ技術「corevo®（コレボ）」   

を活用した、融資審査業務における稟議書作成支援の第一段階として「稟議書添付資料検索シス

テム」の試行を開始しますのでお知らせいたします。 

このシステムは、担当者が検索画面でいくつかの項目を入力することで、ＡＩが過去の稟議

書等の中から高精度な情報抽出を行い、類似性の高い事例を参考として表示するものです。

類似した稟議書等が短時間に高確率で検索できることから、システムの導入により、  

稟議書作成にかかる時間の大幅な短縮が期待できます。 

当行では、２０１７年２月に「生産性革新本部」を設置し、更なるお客さまの利便性向上等へ  

つなげる生産性革新の取り組みを進めております。今後も、最先端の技術を積極的に取り入れ、

お客さまが必要とされるサービスを速やかに提供できるよう努めてまいります。 

※「corevo®（コレボ）」…ＮＴＴグループのＡＩ技術を活用した取り組みのブランドネーム 

記

１．システム概要 

（１）名 称 

稟議書添付資料検索システム 

（２）内 容 

これまでに作成してきた稟議書等を基にデータベースを構築し、「概念検索」や「キーワー

ド検索」、「条件検索」の機能を備えることにより、ＡＩが類似事例を短時間に高確率で検索、

担当者の稟議書作成をサポートする。 

２．試行開始日 

２０１９年３月４日（月）から 

※当初１０か店で試行を開始し、今後、順次対象店を拡大していく予定です。 
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＜融資審査業務におけるＡＩの活用イメージ＞ 
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